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１．はじめに
　航空機に搭載されたレーザー測距（Light Detection 
and ranging：以下 LiDAr）による森林の測定により
森林資源量の推定のみならず林地の地形特性の把握，
林道・作業道の設計，斜面崩壊の危険度予測など様々
な森林管理への活用が考えられる。船生演習林では
2003 年に４，５，６林班を対象（松英ら，2007），2006
年に４，５，６，７，８，９林班を対象（松英ら，2009）
に過去２回の計測が実施されているが，全域の計測は
達成しておらず，船生演習林の第７次経営計画立案，
森林基本図調製においても一部での試行的な活用にと
どまっていた。対象地全域について同質のデータを計
測することで LiDAr データを基盤とした森林管理手
法の検討を行うことが可能となる。今回は船生演習林
全域と周辺民有林を対象に計測を実施したのでここに
概要を報告する。
２．測定項目と方法
　本測定は 2011 年 11 月 22 日に朝日航洋（株）により，
同社所有のヘリコプター JA9807 に搭載した。Optech
社製レーザースキャナ ALTM-Orion M 200 を使用し
て実施された。機体には測量用キネマティック gsP，
慣性計測システム（IMU）が搭載されており，後処理
により正確に計測位置の特定が行われた。計測は約
13km2 の対象区（図－１）を 29 つのコースに分割し
往復飛行して行われた。測定項目は FP データ（XYZ），
LP データ（XYZ），反射強度データ，オルソフォト画
像である。計測に関する詳細を表－１に示す。
　計測により得られた FP および LP データから朝
日航洋（株）により 0.5 ｍメッシュの DsM（Digital 
surface Model），1 ｍメッシュの DTM（Digital Terrain 
Model）が作成されたが，以前の計測に習い加えて
Kriging 法により 0.1 ｍメッシュの DsM，DTM を算出
した。内挿には算出グリッドの周辺 15 点のランダム
ポイントを用いた。その上でそれぞれの差分をとった
DCHM（Digital Canopy Height Model）を作成した。今回，
メッシュサイズを 0.1 ｍとしたのは，対象地内にフッ
トプリントが 20 点 /㎡以上の高密度で測定されている
部分が含まれておりその測定データを活かすためであ
る。さらに FP および LP データそれぞれと DTM の差
分をとった３次元のポイントデータ群も作成した。
３．測定結果
　結果的に計測された測点は計測対象区を含む周辺域
も合わせて 153,391,690 点である。計測点はヘリコプ
ターの航路の重なり具合により分布が均一ではない
が，平均 11.79 点 /㎡の高密度サンプリングとなって
いる。
　図－２は LiDAr 計測時に同時に撮影されたデジタ
ルオルソフォトで，解像度は 25cm である。図－３は
DsM と DTM の差分をとった DCHM（Digital Canopy 
Height Model）で樹木の林冠高を示している。図－４
は DCHM データから単木の梢端を抽出し，毎木の上
層木樹高を算出した上で 10 ｍメッシュの平均値の分
布図とした DTHM（Digital Tree Height Model），図－
５は 10 ｍメッシュの樹木本数の分布図とした DTNM
（Digital Tree Number Model） で あ る（ 松 英，2012）。
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表－１．ヒノキ成長量試験地2012年度測定結果の概要
図－１　LiDAR計測対象区（陰影図は計測されたLiDARデータによるDSM）
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図－２　デジタルオルソフォト 図－５　DTNM
図－３　DCHM 図－６　ヒノキ地位指数
図－４　DTHM 図－７　相対幹距
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LiDAr データから求められたこれらの基礎的な森林
情報を活用することで様々な林況因子を算出すること
が可能となる。図－６は DTHM と船生演習林の森林
簿による林齢情報から算出されたヒノキ林分の地位指
数，図－７は DTHM，DTNM から算出された相対幹
距の分布図である。このような広域に関する詳細な林
況情報は従来の方法論で得ることは不可能であり，森
林の評価，管理に応用することでより現実的かつ合理
的な森林の取り扱いが可能となる。
　本計測によるデータは卒業論文，修士論文でも利用
されているが，今後，船生演習林の基盤データ整備を
はじめとする演習林プロジェクトの推進，経営計画立
案など，より実践的な活用が期待される。今後は日光
演習林太郎山地区、戦場ヶ原地区や県内の民有林など
の計測データを蓄積し実用化研究を推進する必要があ
る。
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